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第1章 目 的  
中途障害者ほ，つい先日まで当然のこととしてできたことを病気や事故により，突然できな  
くなってしまう。彼らはその障害を，どう意味づけたり，納得したりしているのだろうか。関  
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田垣：中途障害者が語る障害の意味   
る属性を身につけることを意味する。   
リハビリテーシ ョン関係者や中途障害者は，この「自分から障害を差し引く」という方法を  
とりやすい。というのも，リハビリテーションにおいてほ，「身障者が障害を不便かつ制約的な  
もの（inconveniencing andlimiting）でありながらも，自分の全体を価値低下させるものでほ  































にせよ障害の種類は異なるが，障害を自己の中心に位置づけている。   
しかしこの方法にも次のような問題がある。すなわち，1の方法と比べれば，2をとること  
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の障害者と同じように，障害によって「できないこと」を当然視することもあると考えられる。   
このため受傷期間が長くなれば，中途障害者であっても，障害の捉え方が1から2に変化す  












生を健常者の頃の人生に準ずると見なすような単純な捉え方ではなくなっていると思われる。   
中途障害は，様々な不利益を恒常的にもたらすという意味から見れば，単なる喪失でほない，  
ということに留意するべきである。人は過去や現在だけではなく，未来はこのような生活だろ  
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第3章 結 果  
1分析の手続きと視点   
テープを全て文字に起こした後，桜井（1992；1995）を参考にしながら「物語世界（tale  
WOrlds）」と「ストーリー領域（story realms）」に分類した。前者は，当時の過去の出来事に  
対する当時の解釈である。後者は，現在における話し手の現状についての説明，過去の出来事  
に対する当時の解釈の再確認や修正である。   
物語世界の語りを，「受傷前」，「受傷時および入院」，「長期前半」，「長期後半」という時間軸  
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始めると，多くの賞を取ることができた。39歳から現在まで3年に1度の個展を開いている。   


















受傷後も再び「社会参加」する，とも語っている。   






















・中途障害の場合ほ，社会経験を積み重ねてたまたま障害をおった。‥・健常者の延長上にあ   
る。…多くの中途障害者は少しでも取り戻そうとする。（受傷前は）社会参加してたから。  
そうすると，もう1度，社会参加したいという気持ちがあるわけ。  
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京都大学大学院教育学研究科紀要 第46号   
3 西村の語りの分析結果（現在51歳，受傷年齢24嵐 現在は妻と2人暮らし）   
物語世界一受傷前：受傷前の西村ほ多くの兄弟の中で唯一の男子だったので，長男として  















歳になり心筋梗塞で辞職してからは，介助用品の販売業をしている。   
ストーリー領域：表2ほ西村の語りの例である。西村の「障害者になって初めて知った価値」  
とほ，表2の2－1のように，受傷前には全く関わりがなかった障害者について考えるようになっ  
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田垣：中途障害者が語る障害の意味   
ろう」と理解できるが，障害者であるからこそ「人間としておかしい」振る舞いだ，と彼は考  
えている。   
表2 西村の語りの例  
2－1「障害者になって初めて知った価値」  
・こうなったらしゃあねえやん（受傷したら仕方がない）。全盲も，筋ジス（筋ジストロ   
フィー），精薄（知的障害），精神障害者も，分裂（病）やら，鬱（操鬱病）やらには，全  
然関心もなかったし，知りもしいひんかった。関わろうともしなかったし，知りとうもなかっ  
た。弱い奴は死ねばいい（と思っていた）。（ところが）わしが弱いものになった。わしでも   
こいつらの手助けができるなあって，自分の残ってる価値で十分にわからしてもらった。  







2－3 ライフイベントとLての受傷（受傷による挫折：整備士や社交ダンスができなくなっ  
たこと）  
・足が動いてて自分やった。怪我する前なんて，できんことないもん。太陽が自分中心に回っ   
てるぐらいにしか思わんかった。それが全部できなくなった。身体動かしてなんぼやった。  
会社でも，仕事はできたほう。自信あった。整備士何十人っておるけど，誰にも負けへん。  





で差別をする健常者の気持ちもわかるけど，自分が障害者だからこそ他の障害者の痛みも   
わかる。  
第4章 総合考察－「元健常者」というライフストーリーー  
1 語りのまとめ  
（1）物語世界   
物語世界の語りほ，受傷によって崩壊した生活の再構築に関する内容である。時間軸ごとに  
結果について考察しよう。受傷時から入院の時間軸では，主にリハビ リテーシ ョン心理学にお  
いて明らかにされてきた不治に伴う衝撃や怒りについては，門田も西村も語っていない。労災  
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である。  
（2）ストーリー領域   
ストーリー領域の語りについては，話し手は「障害によって初めて知った価値」と「障害に  












たことができた」という現実の仮定法化（subjunctivizing reality）（Bruner，1986／1998）と  
見なせは，「障害によって初めて知った価値」を一層追求するため，という未来展望的な意味と  
考えられる。しかも彼は「受傷しなかったら，障害者なんか踏みつけていただろう」という言っ  
ている。   
以上，物語世界とストーリー領域の語りをまとめた。次にこれを基に，2人の話し手がライ  
フストーリー全体の中で何を言おうとしているのかを考察する。  











て知った価値」とを次のように密接に結びつけているからである。   
門田の場合は，両者を因果関係として解釈している。彼は「障害によって初めて知った価値」  
つまり「自分の存在を残すことができる彫刻」が可能になった原因を，健常者の頃から持って  
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4 障害者援助における留意点   
中途障害者の援助者は，障害者が語るライフストーリーを単なる情報でほなく，独自の説明  
モデルとして重視することが必要である。特に「健常者の頃からの価値規範」と「障害者になっ  
て初めて知った価値」との間にどのような関係を見いだしているのかに注目すべきである。   









1 このような捉え方では，障害を「個性」とする見解があるが，本稿ではこの言葉を敢えて使わない。な  
ぜなら，「個性」という言葉を使えば，障害ほ「特に考えなくてもよいもの」（豊田，1998）というニュ  
アンスが生じ 支配的な生活様式たる「健常者文化」への対抗的な価値の構築という2の方法が持つ積  
極性を失う恐れがあるからである。  
2 重度障害者と比べて，軽度障害者独自の問題があることを断っておく。これについては田垣（1999）を  
参照。  
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